
トスカーナ州、構造的危機に対応するワイ
ン産業の専門作業部会を設置へ

トスカーナ州がワイン産業の作業部会を設置へ。コスト上昇と価格下落に苦
しむ生産者に向け、緊急支援や市場戦略、気候変動への適応を検討する

2026年11月8日（日）

トスカーナ州政府は11月5日木曜日、ヴァルダルノ地域の生産者が生産コストの上昇、販売価格の
下落、一部ワインの需要低迷に直面するなか、ワイン産業の専門作業部会を州内に設置すると発表
した。

発表はフィリーネの市庁舎で開かれた会合で行われた。出席者は、トスカーナ州の農業担当者レオ
ナルド・マラス、アレッツォ県側およびフィレンツェ県側のヴァルダルノにある自治体の代表、ワ
イン生産者、業界団体の代表ら。会合はヴァルダルノ農村・オーガニック地区が主催し、地域一帯
の農場やワイナリーへの圧力が強まるなか、地元の懸念を州政府に伝えた。



マラス氏は、ワイン産業が世界的に長期かつ深刻な構造的危機に直面しており、とりわけ、トスカー
ナのアイデンティティーと生産の中核をなすスティルの赤ワインが厳しい状況にあると述べた。新
たな作業部会には業界のあらゆる関係者が参加し、戦略的な取り組みについて共通の方針をまとめ
ることになるという。

マラス氏によると、作業部会は当面の問題と、業界の将来に関する中長期的な課題の双方に取り組
む見通しだ。財務的に最も厳しい状況にある企業への支援策に加え、消費動向が変化し、生産者が
利益率の維持に苦慮するなか、市場におけるトスカーナワインの位置づけを見直す幅広い取り組み
も含まれる。

ヴァルダルノで示された懸念は、ワイン業界全体に広がる圧力を反映している。生産者によると、
資材などの投入コストが上昇する一方、市場価格は逆方向に動き、事業は両面から圧迫されている。
州の計画からは、当局がこの問題を短期的な低迷にとどまらないものと捉え、一部ワインの生産、
販売促進、販売のあり方を根本的に見直す準備を進めていることがうかがえる。

マラス氏は、業界の再定位には研究、気候変動への適応、新たな投資が必要だと述べた。投資先は
ブドウ畑や醸造施設に限らず、プロモーションや新市場の開拓にも重点を置くべきだという。この
方針は、緊急支援と従来の販路を超えた需要拡大の取り組みを組み合わせる戦略を示している。

飲料業界にとって、この動きはトスカーナ州の枠を超えた意味を持つ可能性がある。同州はイタリ
ア有数の知名度を持つワイン生産地であり、支援策、市場戦略、製品の位置づけをめぐる決定は、
重要な輸出地域が消費者需要の変化にどう対応するかを左右し得る。作業部会が新たな政策や連携
したプロモーションにつながれば、その影響は輸入業者や流通業者など、ワイン取引に関わる企業
にも及ぶ可能性がある。

ヴァルダルノ農村・オーガニック地区の会長ミケーレ・ロッシ氏は、今回の会合によって、地元企
業が日々直面している困難を州政府に直接伝える機会が得られたと述べた。コスト上昇と価格下落
が重なるなか、ワイン危機は地域の企業にとって、また、より広くトスカーナ州にとっても中心的
な課題だと説明した。

ロッシ氏はまた、新たな州の組織が正式に設置された後、地区として地元生産者と同組織をつなぐ
用意があると述べた。作業部会の設置は、多くの企業が実効性のある支援と明確な長期計画の双方
を求めている時期に、州政府と地域の連携を深める道を開く可能性があるという。

地元政界による業界支援は、すでに正式な形で示されている。ロッシ氏によると、10の自治体が議
会および執行機関でワイン産業を支持する決議を採択し、その文書をマラス氏に直接手渡した。こ
の支持表明は、政治的な違いやヴァルダルノのフィレンツェ県側とアレッツォ県側の行政区分を超
えた、地域全体の連携を示すものだと同氏は述べた。

州の取り組みは、現時点で詳細な救済策を打ち出したものではなく、会合では作業部会の活動日程
も示されなかった。それでも、専任の組織を設置する決定は、重要な農業産業の一つが長引く低迷、
消費習慣の変化、異なる市場環境への適応の必要性に直面するなか、トスカーナ州が連携した対応
に乗り出すことを示している。


